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世界平和地球村の建設と自然環境の保護

パ
ク
ー
人
工
孵
化
、
稚
魚
約
25
万
匹
に

今
季
も
パ
ク
ー
の
繁
殖
期
に
あ
た
り
、
レ
ダ
基
地
ス
タ
ッ
フ

が
総
力
を
挙
げ
て
人
工
孵
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
優
秀
な
親

魚
を
育
成
す
る
こ
と
、
そ
の
中
で
も
特
に
健
康
状
態
や
発
育
の

優
れ
た
個
体
を
選
定
す
る
こ
と
、
採
卵
と
授
精
の
最
適
な
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
る
こ
と
、
孵
化
器
内
外
の
環
境
条
件
を
着
実
に

管
理
す
る
こ
と
、
等
々
。
生
き
も
の
を
誕
生
さ
せ
、
育
て
る
の

で
す
か
ら
、
夜
も
昼
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
暮
れ
も
正

月
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誕
生
し
た
仔
魚
は
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
寝

ず
の
番
に
当
た
り
、
交
代
で
守
り
育
て
ま
す
。

国
立
ア
ス
ン
シ
オ
ン
大
学
の
マ
グ
ノ
教
授
は
、
12
月
９
日
に

レ
ダ
基
地
に
到
着
す
る
と
、
同
15
日
の
出
発
直
前
ま
で
、
養
殖

の
知
識
、
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
自
分
が
長
い
年
月
を
か
け

て
培
っ
た
す
べ
て
の
実
践
的
な
資
産
を
、
レ
ダ
基
地
の
ス
タ
ッ

フ
に
精
力
的
に
伝
授
し
て
ゆ
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岩
澤
所
長

を
は
じ
め
、
養
殖
担
当
の
青
年
た
ち
は
も
と
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
と
作
業
員
も
真
剣
に
教
授
か
ら
学
び
取
り
ま
し
た
。

以
前
よ
り
マ
グ
ノ
教
授
は
レ
ダ
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
回
も
レ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
共
に
生
活
し
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
ほ
か
の
行
事
を
共
に
楽
し
み
、
「
レ
ダ
は
自
分

の
ホ
ー
ム
の
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
16
日
、
今
季
一
回
目
の
孵
化
に
成
功
。
仔
魚
は
孵
化
器

の
中
で
順
調
に
成
長
し
、
同
23
日
に
養
殖
池
に
入
れ
ま
し
た
。

推
定
約
３
万
７
千
匹
で
す
。
続
い
て
、
28
日
に
再
び
パ
ク
ー
の

有
望
な
親
魚
を
取
り
出
し
、
翌
29
日
の
朝
、
４
匹
の
メ
ス
か
ら

採
卵
、
授
精
を
経
て
孵
化
さ
せ

ま
し
た
。
仔
魚
は
順
調
に
成
長

し
、
１
月
５
日
、
20
万
匹
を
越

え
る
稚
魚
を
養
殖
池
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も

な
が
ら
、
野
鳥
対
策
と
し
て
、

池
の
上
に
は
テ
グ
ス
糸
を
張
り

め
ぐ
ら
せ
て
あ
り
ま
す
。

今
回
誕
生
し
た
稚
魚
が
無
事

に
成
長
し
、
市
場
に
健
康
で
美

味
し
い
パ
ク
ー
を
供
給
で
き
る

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

成熟卵に授精する。2020年12月29日

第3の池で、多くの卵を持ったメスを見つけたマグノ教授。右より、岩澤所長、滝川君、水落氏。2020年12月15日



レダ基地スナップ

母魚候補を取り出すマグノ教授。12月10日皆でクリスマス会のアサド(焼肉)を楽しむ。12月13日

パクーから採卵する。12月29日 滝川君が産卵促進の注射。12月28日 研究室で毎日午後にマグノ教授と学習会。

パクーの稚魚を養殖池に入れる。1月5日 孵化器から稚魚を出す。1月5日 受精卵を孵化器に入れる。12月29日

エビを観察する川久保君。1月6日 仔魚を観察する水落氏。12月29日池の上に野鳥除けのテグスを張る。1月6日

ルスちゃんとノブ。12月22日 絵が得意なパブロJr.君。1月5日 パブロ・チャベスさんの家族がレダに。12月20日



「地
獄
」を
覚
悟
し
て
赴
い
た
レ
ダ
は
・・・

私
は
１
９
５
０
年
８
月
に
熊
本
で
生
ま
れ
、
佐
世
保
で
育

ち
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ
て
、
重
工
業
の
会
社
に
半
年
間
、

工
作
機
械
の
会
社
に
14
年
、
造
園
会
社
に
23
年
勤
め
ま
し
た
。

一
昨
年
、
高
橋
昭
三
ご
夫
妻
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
、
４
月
末

の
ワ
ン
デ
イ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
最
後

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
感
想
発
表
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
結

局
そ
れ
が
レ
ダ
に
行
く
決
意
表
明
に
な
り
ま
し
た
。

●
出
発
：
２
０
１
９
年
12
月
10
日
、
青
年
の
滝
川
君
と
共
に
、

レ
ダ
に
出
発
し
ま
し
た
。
レ
ダ
に
赴
く
に
あ
た
り
、
３
か
月

程
度
の
短
期
間
で
は
本
当
に
プ
ラ
ス
の
貢
献
が
で
き
る
か
分

ら
な
い
と
思
い
、
半
年
間
の
奉
仕
を
予
定
し
て
行
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
パ
ラ
グ
ア
イ
に
も
及

び
、
ブ
ラ
ジ
ル
ほ
ど
に
は
深
刻
で
な
か
っ
た
も
の
の
、
感
染

者
や
死
亡
者
が
出
て
、
つ
い
に
は
国
境
閉
鎖
と
い
う
事
態
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
半
年
間
の
滞
在
予
定
を
３
か
月
延

長
し
、
さ
ら
に
３

か
月
再
延
長
し
て
、

１
年
に
な
り
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
、

こ
れ
は
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
半

年
で
日
本
に
帰
っ

て
い
た
ら
、
悔
い

が
残
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

ア
ス
ン
シ
オ
ン

に
到
着
す
る
と
、

佐
野
氏
が
出
迎
え

て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
レ
ダ
へ
の
道

は
ま
だ
遠
く
、
ア

ス
ン
シ
オ
ン
か
ら
夜
行
バ
ス
で
８
時
間
、
さ
ら
に
小
さ
な
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
パ
ラ
グ
ア
イ
川
を
遡
る
こ
と
８
時
間
。
お
尻
が

痛
く
な
り
ま
し
た
。
右
手
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
き
れ
い
な
家
並
み

と
、
左
手
の
パ

ラ
グ
ア
イ
の
貧

し
い
家
屋
が
対

照
的
で
し
た
。

ま
た
カ
ピ
バ
ラ

の
群
れ
が
水
に

潜
る
の
を
初
め

て
目
撃
し
、
新

鮮
な
感
動
が
あ

り
ま
し
た
。

●
住
環
境
：
レ

ダ
に
到
着
し
、

お
昼
を
い
た
だ

く
と
、
私
の
部

屋
に
案
内
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の

建
物
は
シ
ニ
ア

ハ
ウ
ス
と
呼
ば

れ
、
個
室
に
豊

村
氏
、
青
木
氏
、

江
頭
君
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。

レ
ダ
は
「
蚊
難

(

カ
ナ
ン)

の
地
」

と
か
「
地
獄
」

と
か
聞
い
て
い

た
の
で
す
が
、

エ
ア
コ
ン
も
あ

れ
ば
、
扇
風
機
、

蚊
取
り
線
香
な

ど
も
完
備
し
て

い
ま
す
。
室
内

温
度
は
37
～
38
℃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
が
エ

ア
コ
ン
を
使
っ
た
の
は
、
一
年
間
で
３
回
だ
け
で
す
。
蚊
に

つ
い
て
は
、
夜
も
防
虫
ネ
ッ
ト
を
被
っ
て
寝
る
の
か
な
、
と

想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
部
屋
の
中
に
ま
で
入
っ
て
来
る

蚊
は
ご
く
僅
か
で
し
た
。
し
か
も
蚊
は
一
年
中
多
い
の
で
は

な
く
、
雨
季
の
11
月
初
旬
か
ら
３
月
初
旬
ま
で
が
最
盛
期
で

し
た
。
そ
の
期
間
に
屋
外
で
作
業
を
し
て
い
る
と
、
一
日
に

１
０
０
匹
～
２
０
０
匹
の
蚊
に
刺
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

●
食
事
と
水
：
食
事
は
と
て
も
良
く
、
み
そ
汁
、
肉
、
魚
、

野
菜
、
果
物
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
特
に
バ
ナ
ナ
は
完

熟
で
美
味
し
か
っ
た
で

す
。
振
り
返
る
と
、
あ

り
が
た
い
１
年
間
で
し

た
。
草
創
期
の
開
拓
を

担
っ
た
先
輩
た
ち
は
、

茶
色
く
濁
っ
た
水
を
飲

み
な
が
ら
「
地
獄
」
を

生
き
た
の
で
す
が
、
今

は
き
れ
い
で
冷
た
い
水

を
い
く
ら
で
も
飲
め
る

の
で
す
。
私
は
屋
外
で

の
仕
事
に
は
慣
れ
て
い

ま
し
た
が
、
40
℃
を
超

え
る
よ
う
な
日
が
長
く

続
く
レ
ダ
で
は
、
冷
た

い
水
が
大
き
な
恵
み
で

し
た
。
１
年
で
体
重
を

10
㎏
減
ら
し
ま
し
た
が
、
こ
の
通
り
元
気
で
す
。

●
樹
木
の
剪
定
：
私
は
23
年
間
植
木
職
人
を
し
て
い
た
の
で
、

ま
ず
そ
の
腕
を
活
か
し
て
樹
木
の
剪
定
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

公
館
花
壇
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
か
ら
始
ま
り
、
研
修
所
花
壇
、

果
樹
園
、
植
樹
園
な
ど
の
樹
木
を
剪
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

切
る
べ
き
部
分
は
直
感
的
に
分
か
り
ま
す
の
で
、
大
胆
に
剪

定
し
ま
す
。
切
り
過
ぎ
で
は
な
い
か
と
、
人
か
ら
心
配
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
適
切
に
枝
を
透
か
す
こ
と
で
木
々

は
よ
く
成
長
し
、
青
々
と
伸
び
ま
し
た
。
花
も
一
年
中
よ
く

咲
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
に
気
付
い

て
く
れ
る
人
と
、
気
付
か
な
い
人
は
い
ま
し
た
。
人
の
関
心

事
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。(

次
号
に
つ
づ
く
）

●
図
師
義
継
（
ず
し
よ
し
つ
ぐ
）
氏
は
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
一
昨
年
12
月
か
ら
１
年
間
レ
ダ
で
活
動
し
、
去

る
12
月
10
日
に
元
気
よ
く
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ダ
で
は
果

樹
や
花
木
の
剪
定
、
タ
ロ
イ
モ
栽
培
な
ど
を
担
当
し
、
熱
心

に
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
１
月
９
日
の
定
例
集
会
で
図

師
氏
が
報
告
さ
れ
た
内
容
を
、
２
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

公館のブーゲンビリアを剪定。2019年12月19日

大きな木を剪定する図師氏。2020年1月15日タロイモ田で作業する。2020年5月16日

タロイモ苗を植え終えて。前列左から2人目が図師氏。6月19日
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第
７
回
定
時
総
会
を
開
催
、
全
議
案
を
承
認

去
る
12
月
26
日(

土)

、
午
前
10
時
よ
り
、
神
奈
川
県
川
崎

市
の
大
山
街
道
ふ
る
さ
と
館
２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
一
般
社
団
法
人
南
北
米
福
地
開
発
協
会
の
第
７
回
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
入
場
者
数
が

通
常
定
員
の
半
数
に
制
限

さ
れ
た
ほ
か
、
万
全
の
予

防
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
戸
石
文
夫
理

事
に
よ
り
、
こ
の
総
会
は
、

出
席
し
た
会
員
数
と
委
任

状
数
を
合
わ
せ
た
数
が
会

員
総
数
の
過
半
数
を
超
え
、

本
法
人
の
最
高
決
議
権
を

有
す
る
総
会
と
し
て
成
立

し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

次
い
で
総
会
議
長
の
中

田
欣
宏
代
表
理
事
よ
り
、

第
７
期
（
令
和
元
年
10
月

１
日
か
ら
同
２
年
９
月
30

日
）
の
事
業
報
告
が
な
さ

れ
、
出
席
者
の
多
数
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
第
８
期
（
令
和
２
年

10
月
１
日
か
ら
同
３
年
９

月
30
日
）
の
事
業
計
画
が

説
明
さ
れ
、
同
様
に
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
７
期
の

決
算
報
告
と
第
８
期
収
支

予
算
計
画
が
説
明
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
同
様
に
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
高
橋
昭
三
監
事

が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
報

告
の
内
容
は
事
実
に
則
し
、

か
つ
適
切
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
と
述
べ
、
午
前
10

時
40
分
、
第
７
回
定
時
総

会
が
終
了
し
ま
し
た
。

議案を説明する中田欣宏代表理事。第７回定時総会にて、中田代表理事と会員たち。(12月26日)

●
車
両
整
備
の
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ダ
基
地
に
お
い
て
、
車
両
の
整
備
を
し
て
く
れ
る

方
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
整
備
士
の
資
格
が

あ
れ
ば
理
想
的
で
す
が
、
公
認
資
格
が
な
く
て
も
車
両

整
備
の
経
験
と
技
能
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
ハ
イ
テ

ク
よ
り
も
、
む
し
ろ
ロ
ー
テ
ク(

老
熟
技
術)

を
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
分
野
で
す
。

現
在
レ
ダ
基
地
に
は
、

２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
、
四
駆

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
が
数
台
、
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
あ
り
ま
す
。
大
型

車
両
や
特
殊
車
両
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
他
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
が
４
台
あ
り
、
給
油
、
オ
イ
ル
交
換
、
フ
ィ

ル
タ
ー
類
の
交
換
な
ど
通
常
の
作
業
も
願
わ
れ
ま
す
。

経
験
の
あ
る
方
な
ら
、
若
者
を
含
め
、
年
齢
不
問
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
面
談
で
ご
説
明
し
ま
す
。

●
電
気
設
備
の
保
守
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
ダ
基
地
内
の
電
力
線
、
屋
内
配
線
、
電
動
機
器
、
家
電
、

空
調
、
照
明
な
ど
の
保
守
作
業
を
し
て
く
れ
る

方
も
必
要
で
す
。
電
気
工
事
士
か
電
気
主
任

技
術
者
の
資
格
が
あ
れ
ば
理
想
的
で
す
が
、

持
っ
て
い
な
く
て
も
実
務
経
験
と
、
あ
る

程
度
の
技
能
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

レ
ダ
で
使
用
す
る
電
力
は
、
２
２
０
ボ
ル
ト
、
50
ヘ
ル
ツ

で
す
。
電
力
公
社
か
ら
単
相
送
電
線
で
受
電
し
て
い
ま
す
が
、

天
候
そ
の
他
の
事
情
で
し
ば
し
ば
停
電
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
家
発
電
機
４
台
を

備
え
、
基
地
内
の
需
要
に
応
じ
て
１
台
を

運
転
し
ま
す
。
ま
た
数
年
に
一
度
、
屋
内

配
線
の
絶
縁
抵
抗
試
験
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
技
術
や
高
度
な
電
子
工
学
の
知
識

は
、
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
特
に
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ロ
ー
テ
ク
が
活
か
せ
る
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
年
齢

は
不
問
。
詳
細
に
つ
い
て
は
面
談
で
ご
説
明
し
ま
す
。

●
美
し
い
大
自
然
の
中
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
ご
関
心

の
あ
る
方
は
、
下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シニアまたはヤング・ボランティア募集


